
道の駅くるん熊谷 概要 令和8年5月現在

■ 事業概要
所在地：熊谷市池上
敷地面積：66,598㎡
開業予定：令和10年（2028年）3月

■ 事業者
・会社名：熊谷RSマネジメント株式会社（特別目的会社）
（内訳）※市内企業は下線あり
 構成企業：NECキャピタルソリューション㈱、小川工業㈱

 大和建設㈱、㈱ワールドインテック、㈱東海テック
 協力企業：㈱三橋設計、三協測量設計㈱、㈱サンワックス

 ㈱八木橋、㈱馬車道

・契約期間：令和6年3月18日から令和25年3月31日
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■ 事業目的
・道路利用者へ休憩場所の提供や道路情報を発信し、安全で快適な道路交通環境を
提供する。

・熊谷流の農業・食文化を核とした食のおもてなし、調理などを通じた食育などが
体験できる道の駅を整備し、その取組により“熊谷ブランド”を創造・確立・
全国に発信し、地域振興を図る。

・施設設計の方針を「食×子ども」とし、安心して子育てができる環境を提供する
とともに、地域資源を活用した観光交流及び地域産業の活性化の拠点を形成する。

■ 施設規模（予定）
・駐車場395台（小型315台（うち身障者用屋根付き10台）、大型74台、セミトレーラー6台）

・駐輪場40台（自転車30台、バイク10台）
・子どもの棟：1,531㎡、屋根付き広場：435㎡
・食の棟：2,877㎡（フードコート：4店舗（264席））、農水産物等直売所：967㎡
・ドッグラン：約10,000㎡（小型犬：約4,000㎡、中型・大型犬：約6,000㎡）
・馬車道：284㎡、鶏彩：145㎡

■ 事業経緯
平成30年3月 熊谷市「道の駅」基本構想
令和元年7月 （仮称）道の駅「くまがや」基本計画
令和2年 6月 （仮称）道の駅「くまがや」整備計画
令和4年11月 実施方針等の公表
令和5年 4月 募集要項等の公表
令和5年11月 優先交渉権者の決定
令和6年 3月 事業契約（その1）の締結
令和7年 6月 事業契約（その2）の締結
令和7年 8月 建設工事着手
令和8年 3月 変更事業契約（その1、その2）の締結
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